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研究成果の概要（和文）：　主な研究成果は次のとおりである。第一に、『熟議民主主義の困難――その乗り越
え方の政治理論的考察』（単著）（ナカニシヤ出版、2017年）や、The Oxford Handbook of Deliberative 
Democracyへの寄稿（共著）などを通じて、熟議システムの概念を再検討した。第二に、一点目と連動して、熟
議における反省性の重要性について検討を行い、論文・報告ペーパーを執筆した。第三に、『ここから始める政
治理論』（共著）（有斐閣、2017年）などを通じて、政治の固有性・重要性を考察するタイプの政治理論があり
得ることを明確にした。以上の研究成果は、海外でのセミナーや学会でも発表した。

研究成果の概要（英文）：  My researches conducted during the term are summarized as followings. 
First, I has reconsidered the concept of deliberative system through my book Deliberative 
Difficulties and Beyond (Kyoto: Nakanishiya Shuppan, 2017), co-authored contribution to the Oxford 
Handbook of Deliberative Democracy, and related some works. Second, I has engaged with rethinking 
the significance of reflection in deliberative democracy and published a book chapter and papers. 
Finally, my research during the term includes to clarify types of political theory. Through 
Introduction to Political Theory (Tokyo: Yuhikaku, 2017) and some other works, I have examined the 
uniqueness of the 'political political theory' differentiated from the 'normative political 
philosophy'.   
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の主な成果をまとめるならば、「政治」や「民主主義」は、私たちが通常イメージするものだけではな
い、ということになる。それは、選挙を通じて選出された代表（政治家）が行うものだけとは限らない。それは
また、「国家」や「政府」といったレベルで行われるものだけとは限らない。たとえば、「家族」や「会社」
も、国家や政府と同じ一つの政治（熟議）システムとして見ることができる。本研究では、このように「政治」
や「民主主義」を問い直す作業自体が、政治学の中で「政治理論」と呼ばれる分野で行われる作業の一つなのだ
ということも明確にした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 政治理論という学問分野において、「政治」が重要であることは自明に見える。しかし、近年、
政治理論は必ずしも「政治」を論じていないのではないか、との問題提起が行われるようにな
ってきた。その代表的なものが、レイモンド・ゴイスらに端を発する「政治的リアリズム」と
呼ばれる潮流である。政治的リアリズム論においては、しばしば、正義や平等などの規範的価
値を論じる政治理論が、政治ではなく道徳・倫理を論じる「応用倫理学」として批判され、こ
れに「政治」そのものを論じる政治理論が対置された。 
研究代表者自身も、『政治理論とは何か』（共編）（風行社、2014 年）などにおいて、政治的

リアリズムの動向をフォローしつつ、政治の独自性・重要性を考察する政治理論とはどのよう
なものかについて検討を行ってきた。 
 しかし、このような近年の政治理論における「政治の重要性」への注目は、重要な疑問も引
き起こす。それは、まさに「政治の重要性」を主張することにどのような意義があるのか、と
いう疑問である。「政治の重要性」を擁護することは、「すべては政治次第であり、『何が正しい
か』『何が望ましいか』を論じても無意味である」といった、やや冷笑的な態度を導くだけなの
ではないだろうか。このような疑問にどのように応答するかが重要な課題となるのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「政治の重要性」を論じることが持つ意義をより明確化することを課題とした。そ
の際、研究代表者がこれまでにも取り組んできた熟議民主主義論を研究の主たるフィールドと
して、以下の 3 つのサブ課題を念頭に置きつつ、研究を進めることとした。 
 サブ課題①は、政治と規範の関係についての考察である。本研究では、両者の緊張関係とと
もに、相互補完的な側面を明らかにすることも目指すこととした。サブ課題②は、政治と経済
の関係についての考察である。かつて盛んに議論された経済・職場民主主義論は、政治による
経済のコントロール可能性を探究するという意味で、「政治の重要性」を主張する重要な議論で
あった。本研究では、この議論を念頭に置きつつ、熟議システム論の観点から、経済の領域に
おける熟議民主主義の可能性について研究することとした。サブ課題③は、政治と家族の関係
についての考察である。研究代表者のこれまでの議論も踏まえつつ、「熟議システムとしての家
族」論の精緻化を目指すこととした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、政治理論分野の研究であるため、基本的に学術書・論文の読解・検討に基づく理
論分析・概念分析の研究方法に基づいて進められた。研究の進行においては、３つのサブ課題
の関連に注意を払うこととした。また、世界的な研究動向を踏まえるべく、英語での論文執筆
や、海外セミナー・学会等での研究発表も重視した。 
 
４．研究成果 
(1) 政治と規範の関係について、本研究では、政治理論において政治と規範の相互連関という
視点が保持されるべきとの立場を擁護した。第一に、本研究では、近年の熟議システム論にお
ける「正しさ」（規範的政治哲学的な側面）と「政治」（政治の政治理論的な側面）の位置づけ
に注目し、両者がどのように調停され得るかについて考察した。その結果、熟議のプロセスの
中で「正しさ」も確定されるという形での両者の連関の理解を、「熟議的正しさ」という概念に
よって提起した。また、熟議における「批判」概念の意義にも注目した。その成果は、「熟議民
主主義における『正しさと政治』の調停」（図書①）などとして刊行されている。 
第二に、本研究では、熟議民主主義論の検討を通じて、政治的リアリズムが強調する「現実」

と規範との関係についても考察した。その結果、政治理論のタイプの一つとして、規範的構想
を保持しつつ、「現実」との関係でその実現可能性を探るようなタイプのそれがあり得ることを
主張した。このような規範的構想と「現実」とのリンクは、規範的政治哲学においても、実験
などの科学的な分析方法と政治理論的命題との組み合わせという形で注目されている。しかし、
本研究ではそれとは異なる形での規範と現実との組み合わせの可能性を探究した。その成果は、
『熟議民主主義の困難』（図書⑧）などとして刊行されている。ただし、研究代表者は、この組
み合わせについては、なお検討の余地があることも認識している。そのため、この点について、
経験的研究者との共同も含めた形で、今後さらに研究を深めることとした。 
第三に、本研究では、熟議システム論・熟議民主主義論における規範の要素として、「反省性」

を重視すべきことを提起した。反省性は正当性とともに、話し合いが「熟議」であるための規
範的要素として、しばしば挙げられるものである。本研究では、正当性よりも反省性をより基
礎とする場合に、熟議システム論・熟議民主主義論において政治と規範との連関がより適切に
表現されるであろうことを明らかにしようとした。その成果は、『熟議民主主義の困難』（図書
⑧）のほか、「『主体的』ではない熟議のために」（図書③）などとして刊行されている。また、
この点に関する研究報告を、世界政治学会（IPSA）の 2018 年度大会（ブリスベン）において
行った（学会発表②）。 
第四に、熟議システム論・熟議民主主義論における政治と規範の関係を考える中で、熟議民

主主義論の思想的源泉の一つであるユルゲン・ハーバーマスの重要性を再認識し、彼の業績に
ついて包括的に論じる学術論文集の出版を計画した。この論文集については、現在も作業が進



行中である。 
 
(2)政治と経済の関係について、本研究では、熟議システム論の概念を経済の領域にまで拡張し
て適用することを目指した。本研究は、「熟議システム」は国家・政府という単位だけではなく、
様々な単位において多層的・多元的に存在し得るという「入れ子型熟議システム」のアイデア
に依拠している。このアイデアに基づけば、経済・職場の領域も、一つの熟議システムとして
見ることができるはずである。本研究期間中には、『熟議民主主義の困難』（図書⑧）で、熟議
システムとしての経済・職場というアイデアの重要性自体については問題提起したものの、そ
の内実を十分に発展させるまでには至っていない。ただし、それと関連する形で、「〈私たち〉
のよる社会へ」（図書⑥）や『政治学』（図書⑤）などの、いくつかの業績において参加民主主
義論の再評価に取り組み、あらためて経済・職場の領域における民主主義によるコントロール
の重要性を提起した。 
 
(3)政治と家族の関係について、本研究では、家族を一つの熟議システムとして見る視点をさら
に発展させることを試みた。それは、家族もまた、国家・政府と同じように集合的決定、つま
り「政治」を行う一つのシステムであるという見解を、また、家族をそのように理解すること
が自由民主主義と「政治」の根本的な再検討につながるという視点を、より強力に打ち出すこ
とであった。その中には、熟議システムとしての家族の境界を、通常の意味での家族とは異な
る（ずれる）ものとして理解することも含まれる（そのことによって、「システム」概念を用い
ることの意味を明確化する）。これらの作業の成果については、『熟議民主主義の困難』（図書⑧）
などの学術書や、キャンベラ大学、ミネス・ジェライス連邦大学（ブラジル）などの海外大学
の研究セミナーでの報告（学会報告④、⑦）に加えて、『政治学』（図書⑤）、『ここから始める
政治理論』（図書⑦）などの教科書における記述を通じて広く社会に伝えることも目指した。さ
らに、家族を含む日常生活と政治との関係を包括的に再検討する論文集の刊行を企画した。こ
の論文集については、現在なお作業が進行中である。 
 
(4)本研究が進行する中で、熟議民主主義研究を通じた自由民主主義の再検討というテーマをさ
らに深める必要性を認識した。研究代表者は、元々熟議システム論の理論的射程は、熟議民主
主義と自由民主主義とを切り離して理解することを可能にするところにまで及ぶ、と考えてい
た。この考えをさらに発展させるべきだと認識したのである（図書⑧、学会発表①など）。 
 このことは、上記の特に(2)、(3)と無関係というわけではない。経済・職場における熟議シ
ステム、家族における熟議システムを構想することは、それ自体自由民主主義の再検討に繋が
るからである。このことに加えて、本研究では、熟議文化論の検討を通じた自由民主主義の再
検討にも取り組んだ。具体的には、熟議文化論の理論的射程が熟議民主主義と自由民主主義と
の関係の再検討に及ぶことを確認するとともに、日本あるいは東アジアにおける熟議民主主義
を熟議文化論および熟議システム論の観点から解釈することを試みた（雑誌論文③、図書④、
学会発表⑤、学会発表⑩など）。また、本研究では、自由民主主義と国家との結びつきにも注目
し、政治の単位としての国家を自明視する考え方を方法論的国家主義と呼び、それを相対化す
る作業にも取り組んだ。その成果は、「『新しい政治学』は確立されたか」（雑誌論文④）などの
論文や『政治学』（図書⑤）などの図書のほか、ミネス・ジェライス連邦大学での報告（学会発
表④）として発表された。 
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